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　の　會告　地方支部の髄展策に就いて
　地方支部の若干は可成り以前より有名無實的の存在として，“早く種々獲
歯応を講ずる様”との聾が繁く本部を刺激し、，時機の照雨を待って居た虞，
漸く實現の運びとなりつ㌧ある現朕となり得た事を藪に獲表出來るのは愈員
諸氏と共に欣快に堪えない次第です。
　逼れは一つには熱心なる會訓達の期せずして要望されてるたものであり，
叉一般轡1會の天文道への認識向上と知識の普及に預る虞多く，昨今計らすも
各地の有志や有力亡骸より，地方支部設置の要求や既設支部の強固改革を申
出でられて本部は大いに力を得，磁心考究中の院展策を示して漸次この機運
を廣く各地に進展せしめて，本會の獲展を計りたい考へであるから，計うし
く會員相互の向上獲展のため多々御後援を願ふ次第です．
　尚ぼ，從來の支部設置當時に較ぶれば現今は多くの會員の移動浦息あり，
叉新地方への愈員密集を見る様にもなり，齪設支部の中にも整理されるべき
ものがあり，叉墳設の必要のある事は云ふまでもない．
　藪に新支部の設置と又現在活躍中の支部や，其の他の支部の一己彊化獲展
への方法として，暫定的に下記の雨冠を掲げて，途次その實現を期待するも
のであり，誌面頁に獲表された本會の改善策，L天界「誌の改正案や新通俗雑
誌の獲刊等の實現と相待ち，又地方會転圧の有力者より纂げられた多数の地
方委員の御審力により，本皮の將來の獲展進歩は期して待つべきもの』ある
事を確信するものです．
　！．近距離にある會員は常に相互の連絡，親睦を計られたき事
　たとへ少人籔なりとも會合と連絡の繁くなる時は支部設置の機運を齎‘，すものであ
り，多人籔なる時は期せずして一つの地方的の趣味の會を作る事になb，又かやうな
會の相互の連絡は愈々強力なる實を下げる事が出來る・
　（之がため本會の支部と総するのみに止まらす，その會即ち支部だけの規約を設け會
名を作つτも差支へはない・むしろ之を實薄してるる會ぱ目的の途行に大いに便覚を
得てみる事を實言止してみるつ
　2．各支部員は屡々禽合を催すに機脅と方法を澤ばぬ事．
　之れはその集會が常にL星の話「をなす目的でなく，ピクニックを催しても大いにそ
の親睦の目的は達せられる・爾常に適當な指導者を得て槻測會を行ふ事が望ましい・
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　5，各地支部で講習會，諦寅會，観測會を開く歯面は本倉々員に限り本部
はあらゆる便宜を計り，相談を受けるから遠慮なく申出でられたしA．
　盛合に際し專門家の講演や實地指導む要求される場合その国本曾へ申出でらるれ
ば，適宜に適任者を澗遣し，近距離なれば花山天文塁へ遠距離なれば，各地近在の
適任者に依頼する・これらの勢をとる事は支部への奉仕の一つであb・」又いと安易な
事である．
　◎但し，この揚合，出張者に封ずる往復族費は語調を申受けますが特別にその報酬
　は敢へて必要とせない事とします・叉幻燈映寓の設備が患來根ま種々の幻燈板を携
行する事も出來ます・
　4。各支部は本部よりその可能的の有らゆる便宜を受ける事が出來る．
　現在各支部へは機關誌その他の印劉物は無料にて配布し，各支部員の使用に提供し
てみる・
　5。支部の事業．
　支部としての本部への義務は別に設けす，たゴ新會員の勘誘を望み，支部の活動ぶ
りをたとへ即興にても毎月報告せられたき事，このため誌上にL支部欄1を設けて，そ
の使用に提供しま事
　6．支部と本部には冒頭的關係を設けす．會員の自費納付その他は直接本
部へ途付される事．
　7。東亜天文協嬉々員を表徴するため，會合の際には職員徽章を胸間に伽
用すること．
　これがため徽章模様を募集します・
　以上の口的のため新しく亥部を創立し，その経略の顔航れを要求される方
があれば直ちにこれを御通知し，叉その他の．一切の相談に懸じます．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　　　東亜天交協魯
　　　　　　　　　　〉〈　　　　　　　　　　　〉〈　　　　　　　　　　〉く
　麦部創立の紹介最近創立された支部は上記の各條項を適用してみる・
　◎市聞申學：支部　（大阪市）．去る六月一一日支部饗會
　並徒約20名を以って天交同好會を組織し　その内約10名は本會の画面である・例
會，講演會，観測會を行って若々しい活躍を績けでるる・
　◎京都支部　（京都，京星會）
京都市内在佳の有力なる本影々員船名が組織してみる京星會は今回，京都支部として
連携，本會との間に協定交を交換し，京都市内に於ける本會の事業を大いに援助せら
れる事になった．目下有力な，代表的な支部心意である，この會は從來機關誌L京星1
を蛮行しし天丈急報「を配布してみる，約4G名の一員は胸間に徽章を附けて，将來有爲
な元三を見せてみる・
